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参加機関募集 

JUSTICE（大学図書館コンソーシアム連合）に続き、平成28年7月、「連携・協力の推進に関
する協定書」＊に基づく、第2のコンソーシアムが誕生しました。大学の知の発信システムの
構築に向け、機関リポジトリを設置・運営する各大学・研究機関のご参加をお待ちします。 

 
＊大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所と国公私立大学 
 図書館協力委員会との間における連携・協力の推進に関する協定書（平28.3） 

 

 

オープンアクセスリポジトリ推進協会 



平成28年4～6月 参加意向確認 

平成28年5月26日 国立情報学研究所オープンフォーラムにおいて説明会実施 

平成28年7月27日 設立総会（一橋講堂・東京都千代田区） 

平成28年秋（予定） 正式申込開始 

平成28年11月 
機関リポジトリとオープンアクセスをテーマとしたワークショッ
プの開催（図書館総合展フォーラム） 

平成29年3月 第1回年次総会（東京） 

平成29年4月 会費徴収開始 

会員となることができる機関
について 
 
(1) 国立大学図書館協会，公立大学協会
図書館協議会，私立大学図書館協会
のいずれかに属する図書館 

(2) 国立情報学研究所共用リポジトリ
サービスを利用する機関のリポジトリを
担当する部局等 

(3) 国立情報学研究所 
(4) その他，協会の目的に賛同する大学
図書館等の施設（会則に定める総会に
おいて承認されたもの） 

 

協会会費について 
 
 協会への参加には、機関の規模に応じ
て以下の会費が必要となります。 
 なおJAIRO Cloudを利用する機関は、
機関規模に応じた利用料金（4～64万円）
も併せて必要となります。詳しくは協会の
会費規程をご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
JAIRO Cloudの運営について 
 
 現在国立情報学研究所が提供している
機関リポジトリのクラウドサービス
「JAIRO Cloud」は協会と国立情報学研
究所との共同運営へと移行されます。 
これにともない、コミュニティサイトやユー
ザ窓口をはじめとした運用に係る事務局
機能は協会の活動に統合され、JAIRO 
Cloudの利用機関は協会への参加が必
須となります。 
 JAIRO Cloudを共同運営することにより、
個々の機関では安価で効率的に機関リ
ポジトリを導入・運用することができます。
協会内での情報共有により個別担当者
の負担が軽減されるほか、機能改善等
への参画もできます。 
 未利用機関におかれましては、この機
会に併せてご利用を検討ください。 

構成員数 基本会費（年額） 

1～600人 20,000円 
601～1,100人 40,000円 
1,101人以上 60,000円 
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平成29年4月からJAIRO Cloudの利用

が有料となると同時に、利用機関は
本協会への参加が必須となります。 

オープンアクセスリポジトリ推進協会とその活動 
 

 オープンアクセスリポジトリ推進協会は、日本における機関リポジトリを振興・相互支援す
ることを目的とし、国公私立大学図書館協力委員会と国立情報学研究所の間の連携・協
力協定に基づき、平成28年7月に設立された新しいコミュニティです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 協会では、参加機関相互の協力により、 
 ・ オープンサイエンスを含む学術情報流通の改善 
 ・ 機関リポジトリシステム基盤の共同運営と有効活用 
 ・ 機関リポジトリ公開コンテンツのさらなる充実 
 ・ 担当者の人材育成のための研修活動 
 ・ 国際的な取組みに対する積極的連携 

 をすすめていくことを予定しています。 
 

 参加機関は、運営委員や作業部会委員を派遣することにより協会が展開する諸活動の
計画立案・実施に参画したり、協会が開催するオープンアクセス関連のシンポジウムや
ワークショップ、機関リポジトリ担当者向け研修会等に職員を参加させたりすることができ
ます。 
 

 世界規模で研究論文・研究データのオープン化が推進される今、内閣府や文部科学省
の審議会等でも機関リポジトリの果たす役割に期待が寄せられています。本協会は、国内
の大学・研究機関が力を結集し、各機関リポジトリの発展に向けた課題の解決に共同で取
り組んでいく拠点です。 
 

当面の予定 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 平成29年度以降は、現在国立情報学研究所と機関リポジトリ推進委員会が共催で実施
している「機関リポジトリ新任担当者研修」（年4～5回・全国数か所）を協会が後継し開催す
る予定です。 

※機関リポジトリ推進委員会が 
     当面の間、協会の運営を行います 

作業部会 

国公私立大学図書館協力委員会 国立情報学研究所 

大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議 

大学図書館コンソー
シアム連合(JUSTICE) 

オープンアクセス 
リポジトリ推進協会 ※ 

これからの学術情報 
システム構築検討委員会 

国立大学図書館協会 公立大学協会図書館協議会 私立大学図書館協会 


